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平成１８年３月期 第３四半期財務・業績の概況（連結）   平成18年１月30日 
 

 

上場会社名 ギガスケーズデンキ株式会社        （コード番号：８２８２ 東証第１部） 

（ＵＲＬ http://www.ksdenki.coｍ） 

問合せ先 代表者役職・氏名 代表取締役社長    加 藤  修 一   ＴＥＬ (029)226－2794 

責任者役職・氏名 常務執行役員秘書室長 橋 本  順四郎 
 
 
 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ： 有 
（内容） 
法人税等の計上基準については、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。 

 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
（内容） 
当期より、一部の連結子会社の商品について、先入先出法による低価法に変更しております。 

 
③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無          ： 有 
（内容） 

連 結（新規）  １社    持分法（新規）  －社 
（除外）  －社       （除外）  －社 

 
 

２．平成18年３月期第３四半期の財務・業績の概要（平成17年４月1日～平成17年12月31日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況                      （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 
純 利 益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 

平成18年３月期第３四半期 302,648 ( 19.4) 2,506 (  ― ) 7,950 ( 83.9) 4,490 (243.1) 

平成17年３月期第３四半期 253,525 ( 53.4) △ 167 (  ― ) 4,322 (  ― ) 1,308 (  ― ) 

（参考）平成17年３月期 343,383  1,845  8,070  4,184  

 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 

    円  銭 円  銭  

平成18年３月期第３四半期 127    65 126    61  

平成17年３月期第３四半期 52    13 51    42  

（参考）平成17年３月期 163    10 161   05  

（注）１．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
   ２．第３四半期財務・業績の概況は前連結会計年度より作成しておりますので、売上高を除き、前年同期の対前年同期増減率は

記載しておりません。 
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［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
 

当第３四半期におけるわが国経済は、海外経済の順調な成長を受け、好調な企業業績を背景に設備投資も増勢を維

持しており、また、企業部門の好調さが家計部門へ波及し、雇用・所得環境の改善や株高等と相俟って消費者マイン

ドも改善・向上してきております。 

このような状況から、景気は引き続き緩やかに回復していくものと思われますが、原油など原材料価格の高止まり

や、社会的支出の国民負担増等による消費の圧迫要因もあり、先行きの不透明感は拭い切れない状況にあります。 

当家電販売業界におきましては、顧客にとって利便性の高い大型店の出店競争が激化し、また価格競争にも拍車が

かかり、引き続き厳しい経営環境となっておりますが、商品面では薄型テレビを筆頭とするデジタル家電の売れ行き

が好調であり、更に今冬は、戦後最大の寒波到来となり暖房関連などの季節家電が好調でした。 

このような状況の中で、当社は「新製品が安い」のスローガンのもと、今年のテーマである「キビキビと本当の親

切を」を実行するとともに、更に効率を高めた営業活動を行ってまいりました。 

店舗につきましては、前橋本店（4月）、那須塩原パワフル館（9月）、多摩ニュータウン店（12月）（以上当社）、庄

内三川本店（11月）、久慈パワフル館（11月）（以上東北ケーズデンキ）、菊川パワフル館（10月）（ギガス）、橿原パ

ワフル館（5月）、東大阪パワフル館（6月）（以上八千代ムセン電機）の直営店8店に加え、フランチャイズ（ＦＣ）

店8店の計16店を新たに開設して営業基盤の強化を図る一方、直営店3店、ＦＣ店4店の計7店をスクラップし、経営効

率の改善を行いました。また、平成17年10月1日に事業統合しました株式会社ビッグ・エス（以下「ビッグ・エス」

という。）の12店舗をＦＣ店から直営店に組み入れ、更にＦＣ店でありました藤沢本店を10月に当社直営店といたし

ました。これにより当第3四半期末の店舗数は、直営店181店、ＦＣ店59店の計240店となりました。 

一方財務面では、今後の事業展開に向け、平成17年6月に300万株の公募増資を行い基盤の強化を図ってまいりまし

た。 

以上の結果、売上高は3,026億48百万円（前年同期比119.4%）、営業利益は25億6百万円、経常利益は79億50百万円

（前年同期比183.9%）、四半期純利益は44億90百万円（前年同期比343.1%）となり、計画通りの成果を上げることが

できました。 

 

（２）財政状態（連結）の変動状況 

 総  資  産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

平成18年３月期第３四半期 170,117 61,895 36.4 1,696     18 

平成17年３月期第３四半期 152,621 46,388 30.4 1,699     36 

（参考）平成17年３月期 144,085 49,529 34.4 1,805     54 

 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

平成18年３月期第３四半期 4,667 △ 3,778 831 10,997 

平成17年３月期第３四半期 △ 1,361 △ 4,301 6,928 9,337 

（参考）平成17年３月期 △  110 △ 4,430 4,787 8,318 
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［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
 

Ⅰ．資産、負債及び資本の状況 

当第３四半期末における資産合計は前年同四半期に比べ174億95百万円増加し、1,701億17百万円となりました。

内訳別では、流動資産が117億66百万円増加して913億75百万円に、また固定資産が56億93百万円増加して787億1

百万円となりました。流動資産増加の主な要因は、新規出店及びビッグ・エスを連結の範囲に含めたことに伴う

店舗数の増加などにより、棚卸資産が74億47百万円増加して567億39百万円となったことなどによるものです。

固定資産増加の主な要因は、店舗数の増加に伴い建物及び構築物が18億37百万円増加して252億8百万円となった

ことや、差入敷金保証金が26億93百万円減少し155億38百万円となりましたものの、長期貸付金が32億29百万円

増加して90億39百万円となったことなどによるものです。 

負債合計は前年同四半期に比べ19億86百万円増加し、1,081億79百万円となりました。内訳別では、流動負債

が64億76百万円増加して758億32百万円に、固定負債が44億90百万円減少して323億46百万円となりました。流動

負債増加の主な要因は、店舗数の増加に伴い支払手形及び買掛金が54億10百万円増加して454億6百万円となった

ことなどによるものであります。固定負債減少の主な要因は、長期借入金が41億15百万円減少して243億51百万

円となったことなどによるものです。 

資本合計は前年同四半期に比べ155億6百万円増加し、618億95百万円となりました。その主な要因は、資本金

が公募増資等により35億2百万円増加して122億2百万円に、資本剰余金が公募増資及び株式交換等により49億38

百万円増加して267億56百万円となったことによるものです。また利益剰余金は四半期純利益44億90百万円を計

上したことなどにより68億17百万円増加して229億58百万円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は36.4%となり、前年同四半期に比べ6.0ポイント増加いたしました。 

 

Ⅱ．キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期の営業活動により取得した資金は46億67百万円で、その主な調達は、税金等調整前四半期純利益

72億61百万円、仕入債務の増加額159億47百万円、減価償却費22億45百万円でした。一方、主な運用は営業活動

の拡大に伴う売上債権の増加額96億90百万円、たな卸資産の増加額66億68百万円や、法人税等の支払額37億29百

万円でした。 

投資活動により使用した資金は37億78百万円で、その主な内訳は新規出店の為の有形固定資産の取得による支

出36億36百万円でした。 

財務活動の結果調達した資金は8億31百万円で、その主な内訳は公募増資などにより、株式の発行による収入

68億43百万円に対し、借入金の減少額が52億50百万円あったことなどによるものです。 

以上に加え、平成17年10月１日にビッグ・エスを事業統合したことにより、株式交換による現金及び現金同等

物の増加額が9億57百万円あり、当第３四半期末の現金及び現金同等物の残高は109億97百万円となりました。 

 

 

３．平成18年３月期の連結業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

［業績予想に関する定性的情報等］ 
当第３四半期の業績は概ね予想通りに推移しており、平成17年11月14日に公表いたしました連結業績予想数値

に変更はありません。 

 

※上記の予想は、現時点で入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る現時点における仮定を

前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

〇添付資料 

・ （要約）四半期連結貸借対照表（平成17年12月31日現在） 

・ （要約）四半期連結損益計算書（自平成17年４月１日 至平成17年12月31日） 

・ （要約）四半期連結キャッシュ･フロー計算書（自平成17年４月１日 至平成17年12月31日） 

以 上 
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[添付資料] 

１．（要約）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

当四半期 前年同四半期 （参 考） 

（平成18年３月期 

第３四半期末） 

（平成17年３月期 

第３四半期末） 

増 減 
平成17年３月期 

期 別 

科 目 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 金  額 構成比 

（資 産 の 部）  ％  ％   ％ 

Ⅰ 流動資産        

１． 現 金 及 び 預 金 11,027  9,408  1,618 8,381  

２． 売 掛 金 20,494  16,623  3,870 11,642  

３． た な 卸 資 産 56,739  49,292  7,447 46,755  

４． そ の 他 3,129  4,298  △ 1,168 3,750  

５． 貸 倒 引 当 金 △   15  △   13  △   1 △   10  

流 動 資 産 合 計 91,375 53.7 79,608 52.2 11,766 70,519 48.9 

Ⅱ 固定資産        

１．有形固定資産        

（１）建 物 及 び 構 築 物 25,208  23,371  1,837 23,082  

（２）土 地 10,444  11,153  △   709 10,443  

（３）そ の 他 2,796  2,178  618 2,480  

有形固定資産合計 38,449 22.6 36,703 24.0 1,746 36,007 25.0 

２．無形固定資産        

（１）連 結 調 整 勘 定 3,201  4,072  △   870 3,846  

（２）そ の 他 679  700  △    21 687  

無形固定資産合計 3,881 2.3 4,772 3.1 △   891 4,533 3.2 

３．投資その他の資産        

（１）投 資 有 価 証 券 4,730  3,064  1,666 3,194  

（２）長 期 貸 付 金 9,039  5,810  3,229 6,163  

（３）差 入 敷 金 保 証 金 15,538  18,231  △ 2,693 17,756  

（４）そ の 他 7,079  4,433  2,646 5,914  

（５）貸 倒 引 当 金 △  16  △  7  △     9 △   7  

投資その他の資産合計 36,371 21.4 31,533 20.7 4,838 33,022 22.9 

固 定 資 産 合 計 78,701 46.3 73,008 47.8 5,693 73,562 51.1 

Ⅲ 繰延資産 40 0.0 4 0.0 36 4 0.0 

資 産 合 計 170,117 100.0 152,621 100.0 17,495 144,085 100.0 

        
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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（単位：百万円） 

当四半期 前年同四半期 （参 考） 

（平成18年３月期 

第３四半期末） 

（平成17年３月期 

第３四半期末） 

増 減 
平成17年３月期 

期 別 

科 目 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 金  額 構成比 

（負 債 の 部）  ％  ％   ％ 

Ⅰ 流動負債        

１． 支払手形及び買掛金 45,406  39,996  5,410 29,267  

２． 短 期 借 入 金 21,165  21,577  △  411 18,518  

３． 賞 与 引 当 金 580  508  72 1,043  

４． １年以内償還予定社債 200  ―  200 ―  

５． そ の 他 8,479  7,274  1,205 8,600  

流 動 負 債 合 計 75,832 44.6 69,355 45.5 6,476 57,429 39.9 

Ⅱ 固定負債        

１． 社       債 870  ―  870 ―  

２． 長 期 借 入 金 24,351  28,466  △ 4,115 29,206  

３． 退 職 給 付 引 当 金 152  444  △   291 455  

４． 役員退職慰労引当金 410  279  130 282  

５． 連 結 調 整 勘 定 3,235  4,195  △   959 3,948  

６． そ の 他 3,326  3,450  △   124 3,192  

固 定 負 債 合 計 32,346 19.0 36,836 24.1 △ 4,490 37,085 25.7 

負 債 合 計 108,179 63.6 106,192 69.6 1,986 94,514 65.6 

        

（少数株主持分）        

少 数 株 主 持 分 43 0.0 40 0.0 2 41 0.0 

        

（資 本 の 部）        

Ⅰ 資本金 12,202 7.2 8,700 5.7 3,502 8,759 6.1 

Ⅱ 資本剰余金 26,756 15.7 21,818 14.3 4,938 21,924 15.2 

Ⅲ 利益剰余金 22,958 13.5 16,140 10.6 6,817 19,016 13.2 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 794 0.5 204 0.1 590 224 0.2 

Ⅴ 自己株式 △  817 △0.5 △  475 △0.3 △  342 △ 395 △0.3 

資 本 合 計 61,895 36.4 46,388 30.4 15,506 49,529 34.4 

負 債 、 少数 株 主 
持分及び資本合計 170,117 100.0 152,621 100.0 17,495 144,085 100.0 

        

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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２．（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

当四半期 前年同四半期 （参 考） 

（平成18年３月期 

第３四半期） 

（平成17年３月期 

第３四半期） 

増 減 
平成17年３月期 

期 別 

科 目 

金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 増減率 金  額 百分比 

  ％  ％  ％  ％ 

Ⅰ 売 上 高 302,648 100.0 253,525 100.0 49,123 19.4 343,383 100.0 

Ⅱ 売 上 原 価 259,123 85.6 221,101 87.2 38,021 17.2 296,015 86.2 

売 上 総 利 益 43,525 14.4 32,423 12.8 11,101 34.2 47,368 13.8 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 41,019 13.6 32,591 12.9 8,428 25.9 45,522 13.3 

営業利益又は 

営業損失(△) 
2,506 0.8 △ 167 △0.1 2,673 － 1,845 0.5 

Ⅳ 営業外収益         

１．仕 入 割 引 4,119  3,351  767  4,652  

２．そ の 他 2,027  1,672  355  2,367  

営 業 外 収 益 合 計 6,147 2.0 5,024 2.0 1,123 22.4 7,020 2.0 

Ⅴ 営業外費用         

１．支 払 利 息 358  277  81  408  

２．そ の 他 344  256  87  386  

営 業 外 費 用 合 計  703 0.2 534 0.2 169 31.7 795 0.2 

経 常 利 益 7,950 2.6 4,322 1.7 3,628 83.9 8,070 2.3 

Ⅵ 特 別 利 益 85 0.0 375 0.1 △  289 △77.1 423 0.1 

Ⅶ 特 別 損 失 775 0.2 1,310 0.5 △  535 △40.9 2,665 0.7 

税金等調整前四半期 
(当 期 )純 利 益 7,261 2.4 3,387 1.3 3,874 114.4 5,829 1.7 

法 人 税 等 2,768 0.9 2,066 0.8 702 34.0 1,631 0.5 

少 数 株 主 利 益 2 0.0 12 0.0 △   9 △78.4 13 0.0 

四半期（当期）純利益 4,490 1.5 1,308 0.5 3,181 243.1 4,184 1.2 

          

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

当四半期 
（平成18年３月期 
第３四半期） 

前年同四半期 
（平成17年３月期 
第３四半期） 

（参考） 
平成17年３月期 期  別 

科  目 

金    額 金    額 金  額 

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期（当期）純利益 7,261 3,387 5,829 

減価償却費 2,245 1,760 2,520 

賞与引当金の増加（△減少）額 △    550 △   485 50 

退職給付引当金の減少額 △   360 △   316 △     305 

受取利息及び受取配当金 △   173 △   146 △     214 

支払利息 358 277 408 

売上債権の増加額 △  9,690 △  7,133 △  2,153 

たな卸資産の増加額 △  6,668 △  8,048 △   5,511 

仕入債務の増加額 15,947 12,532 1,803 

その他 311 △   498 223 

小   計 8,681 1,330 2,651 

利息及び配当金の受取額 65 55 82 

利息の支払額 △    350 △   271 △     401 

法人税等の支払額 △  3,729 △  2,474 △   2,443 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,667 △  1,361 △     110 

    

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △  3,636 △  3,987 △   4,852 

有形固定資産の売却による収入 7 468 1,177 

投資有価証券の取得による支出 △  1,883 △   650 △   1,208 

投資有価証券の売却による収入 1,780 427 1,042 

関連会社株式の追加取得による支出 － △   227 △     227 

貸付けによる支出 △   669 △   990 △   1,447 

貸付金の回収による収入 619 463 582 

差入保証金の差入による支出 △   845 △   640 △     728 

差入保証金の回収による収入 759 888 1,257 

その他 90 △    52 △     24 

投資活動によるキャッシュ・フロー △  3,778 △  4,301 △   4,430 

    

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー    

借入金の増加（△減少）額 △  5,250 6,245 3,926 

自己株式取得による支出 △    42 △    22 △      29 

子会社の所有する親会社株式の売却による収入 － 331 463 

株式の発行による収入 6,843 853 972 

配当金の支払額 △   548 △   410 △     410 

その他 △   169 △    68 △     135 

財務活動によるキャッシュ・フロー 831 6,928 4,787 

    

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額 － － － 

Ⅴ．現金及び現金同等物の増加額 1,720 1,265 246 

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高 8,318 2,054 2,054 

Ⅶ．株式交換による現金及び現金同等物の増加額 957 6,016 6,016 

Ⅷ．現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 10,997 9,337 8,318 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 




